地区計画届出書チェックリスト

	地区計画名称
	ひばりが丘地区

	地区区分名称
	低中層住宅地区

	

	項目
	制限内容
	届出内容

	建物用途
	　次の各号に掲げる建築物は、建築してはならない。

１　建築基準法（昭和25年法律第201号。以下「法」という。）別表第２（い）項第５号に規定する神社、寺院、教会その他これらに類するもの
２　法別表第２（い）項第７号に規定する公衆浴場
３　法別表第２（は）項第２号に規定する大学、高等専門学校、専修学校その他これらに類するもの

	用途

（　　　　　　　　　　　　）

適　・　不適



	容積率の最高限度
	12/10
	（　　　　　　　　　　　）

適　・　不適

	建ぺい率の最高限度
	共同住宅の場合：4/10
その他の場合：5/10

ただしその他の場合において法第53条第3項第2号に該当する場合：6/10
	（　　　　　　　　　　　）

適　・　不適

	敷地面積の最低限度
	共同住宅の場合：1,000㎡

その他の場合：120㎡
	（　　　　　　　　　　　）㎡

適　・　不適

	壁面の位置
	建築物の外壁等の面から主要区画道路２号の道路境界線までの距離は１メ
ートルとする。
	　　 （　　　　）ｍ

適　・　不適

	高さの最高限度
	共同住宅の場合：25メートル
その他の場合：10メートル
	（　　　　）ｍ
適　・　不適



	色彩・意匠
	１　建築物の色彩は、周辺環境との調和や団地の歴史を継承した、自然物が持つ色調とする。
２　建築物の外壁は、長大な壁面を避けるなど、形態や意匠の工夫などにより、圧迫感や威圧感を感じさせないよう分節化等を図る。
３　建築物の高さは、周辺環境に配慮し、区域の中央部が高く、周辺部にかけて緩やかに低くなるスカイラインとなるよう配慮する。


	色彩等

１（　　　　　　　　　　　）

２（　　　　　　　　　　　）

３（　　　　　　　　　　　）

適　・　不適

	工作物
	塀、さく、門、広告物、看板等の通行の妨げとなるような工作物は壁面の位置の制限として定められた土地の区域に設置してはならない。
	適　・　不適



	垣・さく
	道路に面して設ける垣又はさくについて、コンクリートブロック、レンガ、鉄筋コンクリート造等これらに類する構造とする場合、その高さは道路面から0.6メートル以下とする。

	構造

（　　　　　　　　　　　　）

適　・　不適



	緑化面積の割合
	共同住宅の場合：敷地面積から建築面積及び地区施設（公園・緑地）を減じた面積に対する緑化面積の割合を３０％以上とする。

その他の場合　：敷地面積から地区施設（公園・緑地）を減じた面積に対する緑化面積の割合を６％以上とする。


	（　　　　　　　　　　　）

適　・　不適
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